
お話の内容

4. 職場の感染防止対策
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職場における感染防止対策の実践例
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「新しい生活様式」の実践例
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「新しい生活様式」の実践例

32



33

34



35

36



製造事業場における
新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン

1. 感染予防対策の体制
• 衛生委員会や産業医等の産業保健スタッフの活用
• 新型コロナウイルス感染症に関する正確な情報を常時収集

2. 健康確保
• 出勤前に、体温や新型コロナウイルスへの感染を疑われる症状の有無を

確認
• 各種休暇制度の取得を奨励。
• 勤務中に体調が悪くなった従業員は、直ちに帰宅させ、自宅待機
• 自宅で療養の従業員は毎日、健康状態を確認
• 症状に改善が見られない場合は、医師や保健所への相談を指示

3. 通勤
• テレワーク、時差出勤、ローテーション勤務、変形労働時間制、週

休３日制
• 通勤頻度を減らし、公共交通機関の混雑緩和
• 自家用車で通勤できる従業員には、道路事情や通勤災害の防止

に留意しつつ承認すること 37

新型コロナ感染者発生時の対応ガイドライン

濃厚接触者は14日間出勤停止

保健所が濃厚接触者と確定した従業員に対し、

14日間出勤を停止し、健康観察

消毒は、保健所の指示に従って実施すること

が望ましいが、自ら行う場合には、感染者が

勤務した区域のうち、手指が頻回に接触する

箇所を中心に、アルコール又は次亜塩素酸ナ

トリウムで拭き取りを実施
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職場の感染防止対策例
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換気方法
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空気環境の基準と換気回数
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会議室の換気方法
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https://yahoo.jp/3BOnKQ
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 くしゃみやせき、会話などで生じる飛沫がオフィス内で
どう漂うのか、飛散シミュレーションを実施
会話やせき、くしゃみをすると両方が口から飛び出し、大きい飛

沫は机や地面に落ちやすく、小さい飛沫は空気中を長時間漂いや
すい特徴がある

不織布マスクを着用していれば大きい飛沫は9割以上拡散を防げ
るが、小さい飛沫は約5割が顔とマスクの隙間から漏れ出した

強い口調で約1分発話した場合のシミュレーション。飛沫は横に
広がっていない

大きい飛沫の拡散防止に有効な対策はマスク着用に加え、パー
テーション（間仕切り）の設置と座席の千鳥配置（人が正対しな
いように互い違いに座る）だ。

大きい飛沫は正面に2メートル程度飛ぶ一方、横には広がらない

45
提供：理研、豊橋技術科学大学 協力：京都工芸繊維大学、大阪大学

46

パーティション周りの空気が浄化さ
れる一方で、周囲に換気の悪い場
所ができる。
パーティションを設置した場合、換
気のむらをできるだけ少なくすること
が、エアロゾル感染のリスク低減に
重要。



職場内感染防止対策

• 会話などで生じる飛沫がオフィス内でどう漂うのか飛沫シ
ミュレーションを実施

• 職場内クラスターを防げ、「富岳」による研究成果で新型
コロナ対策を再点検
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更衣室での感染疑惑

• ロッカーは細長いので、隣のロッカーの扉などに触れ
やすい
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事務室の感染防止対策

• 事務室や執務スペースは3密に該当しやすい場所

• 机や椅子の配置を手直しする

• 向かい合った配置をやめて、横に並ぶ、格子状に

する

• 職員の間にアクリル板の仕切りをおく

• 外の新鮮な空気を取り入れるなど、換気にも注意
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トイレ、給湯室、更衣室、バックヤード、
エレベーター、廊下の感染防止対策

• トイレや給湯室などの場所は気持ちが緩んでつ
いついおしゃべりがはずんでしまう場所
– それが感染拡大につながってしまうので、注意する
ように心掛ける

• 喫煙室の再検討
– 3密そのもの。廃止を含めてこの機会にもう一度検
討すること

– 受動喫煙の防止は、健康経営優良法人認定基準の必
須項目。

– 受動喫煙防止対策の絶好の機会
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まとめ
• テレワークの推進が望まれる

• 効果的な換気が必要：パーティション周りの空気が浄化さ

れる一方で、周囲に換気の悪い場所ができる

– パーティションの周囲に換気の悪い場所

• 実効的な手洗い、消毒の徹底

• 正しいマスクの着用

• 社内の状況を日々把握することで、感染や発病の早期

発見が可能

• 一斉配信機能や自動集計の機能を備えた専用システム
51

ご清聴ありがとうございました
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